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        ７月１９日に気象庁より梅雨明けの発表がありましたが、御蔵島では７月はじめの台 

風３号通過後以降梅雨明けした様な陽気が多く続いていますが。村民の皆様にはいかがお 

過ごしでしょうか。 

 

梅雨末期の集中豪雨により九州地方では大きな災害が発生してしまいました。この場を 

お借りして亡くなられた方々のご冥福をお祈りし、被災され避難生活を送られている方 

達にお見舞い申し上げます。１日も早い復旧がなされることと、これ以上の被害が大きく 

ならない事を願うばかりです。 

 

御蔵島でも大雨や土砂災害は何時起こるか分かりません、行政はもちろんですが住民の皆 

様も日々、災害に備える心を忘れない様に心がけましょう。 

 

皆様もすでにご存じと思いますが、栗本吉一前議員は５月３１日付けで議員を辞職し７月１ 

日より御蔵島村副村長に就任しています。御蔵島村議会は１名欠員の状態で今後は議会活動 

を続ける事になります。 

 

さて、７月２日に投開票が行われた東京都議会議員選挙では皆様ご存じの通り小池都知事の 

都民ファーストの会が都議会第１党になり、今後４年間の都議会がスタートする事になりまし 

た。都知事や都議会が変わろうとも島の置かれた現状や課題は変わることはありません。今後 

も機会があるたびに東京都や都議会には御蔵島の現状と問題点を変わることなく伝えて行きた 

いと思っています。 

 

夏本番を迎え、御蔵島への来島客や帰省される方達が多くなります。御蔵島は水には恵まれた 

島ですが、住民１人１人が心がけ、来島された方達にも是非「節水」の声かけをお願いします。 

１名減じた議会になりましたが遠慮無く様々な声をお寄せ下さい。 

 

 

 

  

 

 

 

 平成２９年 7 月 20 日 

栗本 道雄 

 

議長の卓論 
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平成２９年第２回定例会議事事項 
 

平成２９年第２回定例村議会が、６月９日（金）開会され、平成２９年度補正予算３件、専決処

分３件、報告２件、同意３件、諮問１件を議決、承認しました。議決、承認された議案は、次のと

おりです 

 

〔補正予算〕平成29年度                         （単位：千円） 

会 計 名 補正前の額 補正額 補正後の額 

一 般 会 計 （ 1 回 ） 1,179,181 8,080 1,187,261 

産業センター会計（1 回） 22,015 0 22,015 

宿 泊 施 設会 計（ 1 回 ） 42,640 0 42,640 

 

議決条例 

承

認 

第 1 号 専決処分について（御蔵島村税条例の一部を

改正する条例） 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

承

認 

第 2 号 専決処分について（御蔵島村国民健康保険税

条例の一部を改正する条例） 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

承

認 

第 3 号 専決処分について（御蔵島村し尿処理施設設

置及び管理に関する条例の一部を改正する

条例 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

 

議決予算 

議

案 

第 1 号 平成29年度御蔵島村一般会計補正予算書（第

1回） 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

議

案 

第 2 号 平成 29 年度御蔵島村産業センター運営事業

特別会計補正予算書（第 1回） 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

議

案 

第 3 号 平成 29 年度御蔵島村自然体験観光交流宿泊

施設運営事業特別会計補正予算書（第 1回） 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 
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議決案件 

同

意 

第 1 号 御蔵島村副村長の選任について 平成 29年 6 月 9日 原案可決 

同

意 

第 2 号 御蔵島村監査委員の選任について 平成 29年 6 月 9日 原案可決 

同

意 

第 3 号 御蔵島村農業委員会委員の任命について 平成 29年 6 月 9日 原案可決 

諮

問 

第 1 号 人権擁護委員の再推薦につき意見を求める

ことについて 

平成 29年 6 月 9日 原案可決 

 

 

 

<議員辞職のお知らせ> 

平成２９年５月３１日付、栗本吉一議員より辞職願が提出され、同日、議長にて許可され 

 辞職しましたのでお知らせします。 

  



5 

 

一般質問内容    

      平成 29 年第 2回定例会分 

 

◆広瀬 鹿雄 議員 

廃船処理計画について 

【質問】何年も継続して予算を計上しているが実施されていない。美観、船揚げ場の有効活用の点

からも問題ではないか。また、新たな処理計画を作ると昨年答弁があったが、現在の進捗

状況はどうなっているか。村内の廃棄車両も含め、本年度は実行可能な計画で進めてもら

いたい。 

 

【回答】総務係長：御蔵島村廃船処理費、廃船処理費用補助金交付要綱の現在は、船舶を営利の目

的で使用していないというところと、廃棄物処理業者という部分で調整中である。めどと

して、９月に補助金交付要綱の一部を改正、１０月に村内へ周知、１１月から３月の期間

で実施、年度内に処理完了の対処をしていく。 

 

へんご焼酎特区について 

【質問】本年度、事業計画を見据え、ブランド化を図るため施設整備等の調査をするとしているが 

    原料確保は可能か。数年前、委託生産により製造、住民配布をした。調査と並行して、も

う一度委託生産により、へんご焼酎を村民、お客様に知ってもらう必要はないか。 

 

【回答】産業課長：へんご焼酎は振興公社の特産物開発ということで作ってもらった。今後、村で

実施する上で原材料の確保は問題ない。南郷の村有地である約 5000 平米あり、畑及び条

件のよいところを利用し原材料の確保を図る。また、村民にも栽培していただき、それを

購入することで継続的な原材料確保が可能となる。 

    大きな問題は、今後、酒造免許所得に向けた計画が必要になります。そこで、原材料確保

のための栽培、開墾計画、製造計画を含め、試行錯誤しつつ総合的なへんご焼酎製造計画

策定が必要と考えている。 

    委託生産については現在考えていない。 
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◆黒田 正道 議員 

へんご焼酎について 

【質問】村は焼酎特区により、へんごを使った焼酎を作ろうとしていますが、現在は南郷地区に、

へんごの試験的な栽培地を作っただけであると承知しています。現時点の構想で構いませ

んが生産場所、工場の規模、生産方法、生産量、原材料の確保、人材の手立て、販売方法、

大まかな予算と販売価格について村はどのように考えているか伺いたい。 

    へんご焼酎については基本的には反対の立場です。原材料の確保が難しいと思われますし、

焼酎ができたとしても、御蔵に来る観光客の８割は女性で、しかも若い方がほとんどで、

焼酎を購入する方は少ないと予想されます。価格が高いとなおさらです。税金を使い在庫

を抱えるための事業となる可能性が高いと思われます。 

    この事業が将来、負の遺産にならないように進めて頂きたく、困難であると判った時点で

事業を停止することに躊躇することの無いようにお願いします。 

    また、伊豆諸島の島々の焼酎を生産している地域の成功例、失敗例を学ぶために職員を派

遣し、焼酎製造事業の成功を担保するデータの収集も併せてお願い致します。 

 

【回答】産業課長：先ほども申しましたが、総合的な焼酎製造計画策定をしなければならないと考

えている。その中で、全ての質問のあった中身を検討し、進めなければならないと考えて

いる。 

 

【質問】一番心配なのは、計画が無理だとなったとき、特区になったし多少無理でも続けようと、

なりそうで心配です。その場合は勇気ある撤退ができるように、ぜひお願いしたい。 

 

【回答】産業課長：その判断は、その時点で考える判断であると考えている。 
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◆徳山 隆三 議員         

住宅対策について 

【質問】ヘリポート建設、し尿処理施設、光ケーブル等の優先課題が先行されているが、住宅対策

も急を要する課題と考える。住宅建設について、本年度は仮設道路整備と住宅設計の計画

がある。30 年以降、たりぼう・森山ケ下地区造成とされているが、住宅完成時期や住居

予定時期の見通し、住宅戸数など、計画予定の範囲で伺いたい。 

    また既存の村営住宅には、老朽化による瑕疵も生じており、応急措置をとっていると伺っ

ている。大規模な改修、建て替えの場合には仮住まいも必要である。 

    現在、他の市町村においては空家の増加が問題になっているが、本村では極端に少なく、

仮住まいや一時住居にも困難な状況がある。敢えて空家をつくる必要はないが、人が生活

する地域においては、ある程度の空家も必要と考えている。 

    先般、東京都より本村の土砂災害警戒区域の指定に関する説明会が行われたが、地域指定

を見ると不安を感じる住民もいると思われる。住民の安心や正しい理解のためにも、住宅

対策の計画や対応について継続的な説明が必要と考える。 

    村の見解、見通しを伺いたい。 

  

【回答】産業課長：住宅不足を早期対応するため、昨年取得した土地が、どの程度のものなのか調

査し、平成３０年度、３１年度をめどに住宅の建設計画をしたいと考えている。たりぼう、

森山ケ下地区の計画は、今年度より仮設道路の整備開始し、住宅建設は最初の一棟を平成

３３年に予定、８世帯建設を予定している。これに、西川１,２号棟の８世帯の方に転居

してもらう。平成３４年、１,２号棟解体、平成３５年単身者住宅を建設予定、現在３号

棟の方に転居してもらい、３６年３号棟解体。３７年、西川２号棟建設。現在入居の部分

の転居が完了。３７年住宅は新規募集になる。 

    その後の計画は、３９年以降、既存住宅の老朽化等、建て替えを含めた、たりぼう・森山

ケ下、西川に建設を進める必要があると考えている。  
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栗本 道雄議長 活動報告平成 29 年 4 月 1 日～平成 29 年 5 月 31 日 

 

4 月 03 日   御蔵島小中学校辞令伝達式 

4 月 07 日   御蔵島小中学校入学式 

4 月 11 日   都議会自民党政経フォーラム（非公務） 

4 月 26～27 日 東京都港湾局長来島対応 

5 月 12 日   東京都議会議員三宅正彦事務所開き（非公務） 

5 月 16 日   東京都町村議会議長会総会. 

東京都町村議会議員講演会 

5 月 24～26 日  東京都議会議員三宅正彦来島対応 

5 月 31 日   全国町村議会議長・副議長研修会 

6 月 02 日    三宅支庁事業説明会 

6 月 06 日   御蔵島村議会全員協議会 

6 月 09 日   平成２９年御蔵島村議会第２回定例会 

6 月 12～13 日 三宅正彦都議に同行、三宅島視察（非公務） 

6 月 24 日   ラグビーチャレンジカップ 2017 欠席 

6 月 29 日   三宅正彦都議に同行、八丈島視察（非公務） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

                                             

紙面の都合上、議会だよりは文章や内容を割

愛したり、要約したりして掲載しています。 

ぜひ議会を傍聴してみてください。 


